
 熱中症対策に資する現場管理費補正の実施方法  

 

（１）実施方法 

① 発注者は熱中症対策に資する現場管理費の試行対象工事であることを特記仕様等に明記す

る。 

② 受注者は、工事着手前に提出する「施工計画書」に、工事期間中における気温の計測方法及

び計測結果の報告方法を記載し、監督員に提出する。 

③ 受注者は、工事期間内にける真夏日の発生日数を確認できる資料を、別紙−１を参考に作成す

る。 

④ 受注者は、監督員が最終変更設計書の作成開始時までに真夏日の発生日数が分かる資料を提

出する。作成開始時期については監督員との協議とし、これ以降の真夏日の発生日数は考慮

しない。 

⑤ 監督員は提出された資料を確認し、現場管理費率（熱中症対策補正含む）を別紙－２により

算出し設計変更を行うものとする。 

 

（２）気温の計測方法 

① 計測方法 

気温は、施工現場から最寄りの気象庁の地上気象観測所の測定値を用いることを標準とす

る。なお、環境省が公表している観測地点の暑さ指数（WBGT）（別紙－３）を用いることも

できることとするが、その場合、WBGTが25℃以上となる日を真夏日と見なす。 

これにより難い場合は、施工現場を代表する１地点で気象庁の観測方法に準拠した方法に

より得られた計測結果を用いることも可とする。なお、計測に要する費用は受注者の負担と

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(別　紙）



熱中症対策費を補正する場合の提出資料（任意様式）の作成方法 

工事期間内における真夏日の発生日数を確認できる資料を作成する。 

記載方法例（気温） 

気象庁観測地点における日最高気温の取得方法の一例を示す。 

① 気象庁の Web にアクセス https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/index.php 

② 地点を選ぶ画面で、施工現場の最寄りの観測地点を選択 

 

③ 項目を選ぶ画面で日別値、日最高気温を選択。期間を選ぶ画面で工事期間を指定 

 

 

 

 

 

別紙−１ 

https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/index.php


④ CSV ファイルをダウンロードからエクセルを出力 

 

⑤ ダウンロードしたエクセルから真夏日の日数を算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日最高気温が３０度以上の日をいう。但し、夜間工事の

場合は、作業時間帯の最高気温が３０度以上の場合と

する。 

 

夏期休暇３日間は工事期間と真夏日から除く 

工事の始期から工事の終期までの工事期間と、最終変

更設計書の作成開始時までの真夏日の合計を明記し

て、監督員へ提出する。 

工事期間に年末年始６日間、夏期休暇３日間、工場製

作工を含む工事で、工場製作のみを実施している期

間、工事の全部中止している期間は含まない。 

（記載例） 

最終変更設計書の作成開始時 

真夏日 



現場管理費率（熱中症対策補正含む）の算出方法 

熱中症対策補正値の算出方法 

受注者から提出された資料に基づき現場管理費の補正値を算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      熱中症対策補正値൫％൯＝ 工事期間の真夏日数

工事期間
× １．２（補正係数） 

 

工事期間 

工事の始期から工事の終期までの期間で、準備期間、施工に必要な実日数、不稼働

日、後片付け期間の合計をいう。 

なお、年末年始６日間、夏期休暇３日間、工場製作工を含む工事で、工場製作のみを

実施している期間、工事の全部中止している期間は含まない。 

 

現場管理費率（熱中症対策補正含む）  

＝ (現場管理費率×施工地域を考慮した補正係数)＋補正値＋熱中症対策補正値 

 

熱中症対策補正値は少数点以下３位を四捨五入し２位止めとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙−２ 

（記載例） 



真夏日の判断に暑さ指数（WBGT）※を用いる場合 

気象庁の地上気象観測所の気温に変え暑さ指数（WBGT）を用いる場合は環境省が

公表している観測地点の暑さ指数を用いることを標準とする。 

また、その場合は暑さ指数が 25℃以上となる日を真夏日と見なす。 

 

※ 暑さ指数（WBGT（湿球黒球温度）Wet Bulb Glob Temperature） 

熱中症を予防することを目的として 1954 年にアメリカで提案された指標。 単位は気温と同じ摂氏

度（℃）で示されるが、その値は気温とは異なる。暑さ指数（WBGT）は人体と外気との熱のやりとり（熱

収支）に着目した指標で、人体の熱収支に与える影響の大きい ①湿度、 ②日射・輻射(ふくしゃ)など

周辺の熱環境、 ③気温の３つを取り入れた指標である。 

 

別紙−３ 

過去データも検索可能 
環境省が公表している観測地点 暑さ指数(WBGT)の実況値 

環境省熱中症予防情報サイトより 
（http://www.wbgt.env.go.jp/record_data.php） 

http://www.wbgt.env.go.jp/record_data.php


施工現場の最寄りの観測地点選定方法について

１．施工現場から各観測点までの距離を計測し選定【基本】

施工現場から観測地点までの距離（km）

（Google マップなどを活用し距離を測定）

岡崎観測地点 蒲郡観測地点 豊橋観測地点 新城観測地点

施工現場

２．旧町及び旧市の行政範囲で最寄りの観測地点を選定【簡易】

現支所及び本庁から観測地点までの距離（km）

岡崎観測地点 蒲郡観測地点 豊橋観測地点 新城観測地点

旧豊川市 19.5 14.7 8.9 15.8

旧一宮町 22.1 18.9 13.8 10.4

旧音羽町 12.3 8.4 12.4 20.0

旧御津町 15.8 9.5 7.7 21.1

旧小坂井町 20.0 13.9 5.7 18.7

参考

観測所（観測地点）一覧

観測所名 緯度 経度

観測所

の高さ

(m)

岡崎 34°55.1′ 137°11.6′ 47

蒲郡 34°50.7′ 137°13.0′ 55

豊橋 34°45.0′ 137°20.5′ 3

新城 34°54.4′ 137°31.1′ 53

所在地

岡崎市美合町地蔵野

蒲郡市神ノ郷町上名取

豊橋市神野新田町字レノ割

新城市富沢字広瀬

　観測所の選定については、施工現場から最寄りを基本とするが、　下記の方法により

簡易的に選定することを可能とする。また、気象観測所と施工現場との標高差が大きく

著しく真夏日の日数が異なる場合や、最寄りの観測所で WBGT 値の提供が無い場合で

WBGT 値を採用したい場合には、近隣の気象観測所の採用することを受発注者協議に

より許容するものとする。


